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特
撮
映
画
技
師　

松
井　

勇
伝

―
日
本
映
画
界
最
初
期
の
特
撮
技
術
の
開
拓
者
―
（
二
・
完
）

髙　

橋　
　
　

修

　
　

目
次

一　

問
題
の
所
在

二　

松
井　

勇
の
生
涯 

以
上
前
号
（『
東
京
女
子
大
学
紀
要
（
論
集
）』
六
八
‐
一
、
二
〇
一
八
年
）
所
収

三　

松
井　

勇
の
特
撮
技
術
の
特
質 

以
下
本
号

四　

松
井　

勇
の
特
撮
技
術
が
日
本
文
化
史
に
果
た
し
た
歴
史
的
役
割

※ 

本
稿
は
一
本
の
論
文
と
し
て
構
想
・
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
前
号
と
本
号
と
に
二
分
割
し
て
掲
載
し
た
。
註
釈
や
図
表
の
番
号
等
は
前
号

と
一
連
の
も
の
と
し
て
付
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
併
読
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

三
　
松
井
　
勇
の
特
撮
技
術
の
特
質

以
上
、
松
井　

勇
の
映
画
人
生
を
概
観
す
る
と
、
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
を
改
良
し
た
技
法
と
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
の
二
点
が
彼
の
特
撮
技

術
を
特
徴
づ
け
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
両
技
術
の
映
画
史
上
に
お
け
る
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

ま
ず
、
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
を
改
良
し
た
技
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
な
る
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
と
は
実
景
と
ガ
ラ
ス
に
描
い
た
絵

を
同
時
に
撮
影
す
る
こ
と
で
、
あ
る
芸
術
的
意
図
の
下
に
画
面
を
創
り
出
す
合
成
手
法
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
起
源
に
つ
い
て
は



―32―

不
明
な
点
が
多
い
も
の
の
、
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
り
映
画
監
督
・
美
術
監
督
で
も
あ
っ
た
ノ
ー
マ
ン
・
ド
ー
ン
（N

orm
an D

aw
n

）
が
一

九
〇
五
年
に
普
通
写
真
で
、
一
九
〇
七
年
に
映
画
で
本
格
的
に
活
用
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
原
理
そ
の
も
の
の
簡
単
さ
と
低

廉
な
経
費
で
実
行
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
技
法
は
多
く
の
映
画
製
作
現
場
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
っ
て
導
入
さ
れ
続
け
た）

23
（

。

「
手
帳
」
三
一
頁
で
も
、
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
の
事
例
が
図
入
り
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
カ
メ
ラ
手
前
に
雲
の
絵
を
描
い
た
ガ
ラ
ス
を
置
き
、

さ
ら
に
そ
の
背
後
に
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
人
間
の
行
列
を
モ
ー
タ
ー
で
駆
動
さ
せ
る
仕
掛
け
を
設
置
し
、
こ
の
ガ
ラ
ス
を
介
し
て
撮
影
す
る
こ

と
で
、
あ
た
か
も
雲
の
中
か
ら
人
々
が
降
り
て
く
る
場
面
を
描
き
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

日
本
に
も
早
い
段
階
か
ら
初
歩
的
な
合
成
技
術
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
特
許
出
願
時
に
お
い
て
松
井　

勇
は
、
当
時
の
日
本

の
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
に
次
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
資
料
5
）。

一 

、
硝
子
ハ
実
景
ト
同
場
所
ニ
置
ク
ヲ
要
シ
、
撮
影
背
景
実
物
全
場
面
ト
略
同
大
（
松
竹
ニ
テ
ハ
九
尺
十
二
尺
モ
ノ
ヲ
輸
入
）
ノ
最
良

質
ノ
極
メ
テ
高
価
ナ
ル
硝
子
板
ヲ
要
ス
。
従
テ
交
通
機
関
不
備
ナ
ル
我
国
ニ
於
テ
、
之
ヲ
其
ノ
都
度
「
ロ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
」
ニ
運
搬
ス

ル
コ
ト
ハ
極
メ
テ
難
事
ナ
リ
。

二
、
露
天
ニ
於
テ
撮
影
ス
ル
ヲ
要
ス
ル
ヲ
以
テ
、
雨
天
・
曇
天
・
風
ノ
日
又
、
酷
暑
・
酷
寒
ノ
折
ハ
実
施
不
可
能
ナ
リ
。

三 

、
実
物
ト
対
照
シ
テ
絵
画
ヲ
画
ク
ヲ
要
シ
、
実
物
ト
絵
画
ト
ノ
境
界
及
明
暗
度
ヲ
合
致
セ
シ
ム
ル
コ
ト
美
術
家
ノ
特
殊
ノ
感
ニ
ヨ
ル

ノ
外
ナ
ク
極
メ
テ
困
難
ナ
リ

四 

、
実
物
ト
絵
画
ト
ノ
明
暗
度
ハ
日
ニ
ヨ
リ
異
ル
ヲ
以
テ
、
同
一
日
中
ニ
絵
画
ト
撮
影
ト
ヲ
完
了
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
従
テ
、
萬
事
忙

シ
ク
望
ミ
通
リ
ノ
満
足
ナ
ル
映
画
ヲ
得
ル
能
ハ
ス

五 

、
太
陽
ニ
ヨ
ル
実
物
ノ
陰
影
ト
絵
画
ノ
陰
影
ト
ヲ
合
致
セ
シ
ム
ル
コ
ト
殆
ト
不
可
能
ニ
シ
テ
、
不
自
然
ナ
ル
映
画
ト
ナ
ル
場
合
多
シ
。

①
当
時
の
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
は
背
景
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
巨
大
ガ
ラ
ス
（
約
二
・
七
×
三
・
六
m
）
を
用
い
て
お
り
、
そ
れ
を
ロ
ケ
現
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場
ま
で
運
搬
し
、
直
接
、
現
地
で
合
成
す
べ
き
絵
を
描
い
て
い
た
。
だ
が
、
巨
大
な
ガ
ラ
ス
を
ロ
ケ
現
場
ま
で
運
搬
す
る
の
は
当
時
の
交

通
事
情
か
ら
物
理
的
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
。
②
そ
の
た
め
雨
天
を
は
じ
め
天
候
の
状
態
が
悪
い
際
は
作
業
困
難
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
。

③
実
景
と
違
和
感
な
く
合
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
両
者
の
画
調
を
調
和
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
画
家
の
高
度
な
熟
練
を
要
し
、
実
際
に

は
そ
の
作
業
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
。
④
野
外
で
は
太
陽
光
が
刻
々
と
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
短
時
間
で
の
撮
影
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
。
⑤
関
連
し
て
、
太
陽
光
の
変
化
に
合
わ
せ
て
そ
の
都
度
、
絵
画
を
作
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
景
と
絵
画
を

合
成
さ
せ
る
と
不
調
和
が
発
生
し
、
不
自
然
な
画
面
と
な
る
こ
と
、
等
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
た
め
「
松
竹
・
日
活
・
帝
『
キ
ネ
』・
其
ノ
他
大
小
ノ
映
画
会
社
ニ
於
テ
一
時
熱
心
ニ
研
究
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
、
今
日
ニ
於
テ
ハ
当

業
者
ニ
全
ク
顧
ミ
ラ
レ
ス
、
必
要
止
ム
ナ
キ
場
合
ニ
偶
々
使
用
サ
レ
ツ
ツ
ア
ル
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
松
井　

勇
は
指
摘
す

る
。
外
国
か
ら
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
が
伝
来
し
た
当
初
は
日
本
の
各
映
画
会
社
も
こ
ぞ
っ
て
そ
の
技
術
を
研
究
し
、
実
際
に
撮
影
し
た
も
の

の
、
予
期
し
た
以
上
の
経
済
的
・
芸
術
的
効
果
が
現
れ
ず
、
結
局
は
「
実
物
ノ
背
景
ヲ
製
作
ス
ル
ニ
如
シ
カ
ス
」
と
な
っ
た
と
い
う
の
で

あ
る
（
資
料
5
）。

彼
が
指
摘
す
る
当
時
の
日
本
の
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
三
月
当
時
、
松
竹
蒲
田
撮
影
所
監
督

で
あ
っ
た
野
村
芳
亭
の
談
話
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る 

（
資
料
1- 

32
）。
彼
は
「
現
在
、
私
の
方
で
城
や
教
会
等
の
大
建
築
物
を
セ
ッ
ト
で
撮

る
時
は
二
間
と
三
間
の
グ
ラ
ス
に
絵
を
描
い
て
ト
リ
ツ
ク
撮
影
を
し
て
ゐ
ま
す
。
栗
島
す
み
子
主
演
の
『
天
国
の
人
』
で
は
天
井
、
建
築

物
な
ど
に
利
用
し
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
続
け
て
松
井　

勇
の
特
許
技
術
に
つ
い
て
は
「
ト
リ
ツ
ク
の
醜
さ
や
不
自
然
さ
を
取
り
去

る
こ
と
が
出
来
る
で
せ
う
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
裏
を
返
せ
ば
、
当
時
の
松
竹
で
は
外
国
か
ら
最
良
質
の
巨
大
ガ
ラ
ス

を
輸
入
し
て
試
行
的
に
撮
影
し
た
も
の
の
、
結
果
的
に
は
「
醜
さ
や
不
自
然
さ
」
が
目
立
つ
画
面
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

松
井　

勇
が
ポ
メ
ロ
イ
の
ス
タ
ジ
オ
で
学
ん
だ
技
法
は
、
右
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
も
の
で
、
特
許
出
願
時
に
「
グ
ラ
ス
プ
ロ
セ
ス
」
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と
称
し
て
い
る）

24
（

。
当
時
に
あ
っ
て
公
知
の
技
術
で
あ
っ
た
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
に
対
し
、
松
井　

勇
の
グ
ラ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
新
規
性
は
那
辺
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
同
技
法
の
手
順
・
特
徴
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
（
資
料
5
）。

発
明
ノ
詳
細
ナ
ル
説
明

（
一
） 
撮
影
機
前
方
ニ
取
付
ケ
タ
ル
小
型
ノ
硝
子
板
ニ
背
景
中
絵
画
ヲ
以
テ
代
フ
ヘ
キ
部
分
ヲ
黒
ク
塗
リ
、
且
ツ
、
其
ノ
内
面
ニ
約
三

十
種
ノ
基
準
黒
色
濃
淡
度
ヲ
以
テ
染
色
セ
ル
図
ヲ
張
リ
、
之
ヲ
透
明
ナ
ル
部
分
ヲ
実
景
ト
共
ニ
撮
影
ス
。

（
二
） 

次
ニ
（
一
）
ノ
工
程
ニ
テ
得
タ
ル
「
フ
イ
ル
ム
」
ニ
、
黒
色
ニ
塗
リ
タ
ル
約
巾
四
十
糎
・
縦
三
十
糎
大
ノ
硝
子
板
又
ハ
馬
糞
紙

ニ
白
色
線
ノ
碁
盤
ノ
目
ヲ
入
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
二
重
撮
影
ス
ル
コ
ト
ニ
ヨ
リ
、
碁
盤
ノ
目
ヲ
入
レ
、
之
ヲ
適
当
ナ
ル
大
サ
ノ
普
通

写
真
ト
ナ
シ
、
或
ハ
前
記
「
フ
イ
ル
ム
」
ヲ
適
当
ナ
ル
大
サ
ノ
普
通
写
真
ト
ナ
シ
タ
ル
後
、
之
ニ
碁
盤
ノ
目
ヲ
書
キ
入
レ
ル
。

（
三
） 

次
ニ
（
二
）
ノ
工
程
ニ
テ
用
ヰ
タ
ル
ト
同
大
ノ
硝
子
板
又
ハ
馬
糞
紙
ニ
同
大
同
数
ノ
碁
盤
ノ
目
ヲ
入
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
、（
二
）
ノ

工
程
ニ
テ
得
タ
ル
写
真
ヲ
対
照
シ
、
碁
盤
ノ
目
ヲ
尺
度
ト
シ
テ
絵
画
ト
実
景
ト
ヲ
写
真
上
ニ
於
テ
連
結
セ
シ
ム
ヘ
キ
位
置
ヲ
定

メ
、
次
ニ
写
真
ノ
実
景
部
分
ノ
黒
色
濃
淡
度
ト
基
準
黒
色
濃
淡
度
ト
ヲ
照
合
シ
テ
実
景
ト
連
結
セ
シ
ム
ヘ
キ
絵
画
ヲ
画
キ
、
其

ノ
他
ノ
部
分
ヲ
黒
色
ニ
塗
ル
。

（
四
） （
三
）
ノ
工
程
ニ
テ
得
タ
ル
絵
画
ヲ
（
一
）
ノ
工
程
ニ
テ
得
タ
ル
「
フ
イ
ル
ム
」
ノ
絵
画
ヲ
以
テ
台
フ
ヘ
ク
残
シ
タ
ル
部
分
ニ
最

初
数
回
撮
影
シ
、
修
正
ヲ
加
ヘ
、
絵
画
ト
実
景
ト
ノ
境
界
ヲ
合
致
セ
シ
メ
タ
ル
上
撮
影
ス

い
さ
さ
か
難
解
で
は
あ
る
が
、
グ
ラ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
手
順
は
次
の
と
お
り
と
し
て
い
る
。

・ 

工
程
①　

実
景
を
撮
影
す
る
に
あ
た
り
、
後
に
絵
画
を
合
成
す
る
部
分
を
黒
色
で
塗
り
（
マ
ス
ク
で
覆
い
）、
当
該
箇
所
は
フ
ィ
ル

ム
に
感
光
し
な
い
よ
う
に
す
る
（
露
光
し
な
い
よ
う
に
す
る
）。
そ
の
際
、
黒
色
で
塗
っ
た
箇
所
に
は
三
十
種
類
の
白
黒
濃
淡
の
テ

ス
ト
チ
ャ
ー
ト
を
同
時
に
写
し
込
む
。



―35―

・ 

工
程
②　

三
〇
×
四
〇
cm
（
タ
テ
×
ヨ
コ
）
程
度
の
ガ
ラ
ス
板
や
馬
糞
紙
（
ボ
ー
ル
紙
）
に
碁
盤
の
目
を
描
き
、
そ
れ
を
工
程
①
の

フ
ィ
ル
ム
に
二
重
撮
影
す
る
。
そ
の
後
、
当
該
フ
ィ
ル
ム
を
適
当
な
大
き
さ
の
写
真
に
引
き
伸
ば
す
。
も
し
く
は
引
き
伸
ば
し
た
写

真
に
碁
盤
の
目
を
書
き
入
れ
る
。

・ 

工
程
③　

工
程
②
で
用
い
た
碁
盤
の
目
が
入
っ
た
ガ
ラ
ス
板
（
も
し
く
は
馬
糞
紙
）
と
同
じ
も
の
を
用
意
し
、
そ
こ
に
工
程
①
で
撮

影
し
た
実
景
と
合
成
さ
せ
る
た
め
の
絵
を
描
く
。
そ
の
際
、
工
程
②
で
得
た
碁
盤
の
目
入
り
の
写
真
と
比
較
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
碁

盤
の
目
を
目
印
と
し
な
が
ら
絵
と
実
景
と
を
合
成
さ
せ
る
箇
所
を
定
め
る
。
あ
わ
せ
て
絵
を
描
く
際
は
工
程
①
で
写
し
込
ん
だ
白
黒

テ
ス
ト
チ
ャ
ー
ト
を
比
較
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
実
景
に
即
し
て
絵
の
濃
淡
を
調
整
す
る
。
完
成
フ
ィ
ル
ム
に
お
い
て
実
景
が
入
る
箇

所
は
感
光
し
な
い
よ
う
に
黒
色
に
塗
る
。

・ 

工
程
④　

実
景
を
撮
影
し
た
工
程
①
の
フ
ィ
ル
ム
と
工
程
③
に
よ
り
作
成
し
た
絵
画
と
を
二
重
露
光
に
よ
り
合
成
し
、
特
に
両
者
の

接
合
箇
所
が
不
自
然
に
見
え
な
い
よ
う
微
調
整
を
施
し
、
一
つ
の
画
面
と
し
て
完
成
さ
せ
る
。

別
言
す
る
な
ら
、
グ
ラ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
特
徴
と
は
、
二
重
露
光
を
駆
使
し
、
実
景
と
絵
画
と
を
一
つ
の
場
面
に
違
和
感
な
く
自
然
に
調
和

さ
せ
、
か
つ
そ
れ
を
簡
便
に
実
現
さ
せ
る
た
め
の
技
術
と
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
従
来
の
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
に
対
す
る
優
位
性
と
し
て
、
グ
ラ

ス
プ
ロ
セ
ス
で
あ
れ
ば
、
絵
画
制
作
作
業
を
室
内
で
行
い
得
る
た
め
、
屋
外
作
業
に
お
け
る
光
線
の
変
化
等
の
問
題
は
解
消
さ
れ
る
。
そ

れ
に
用
い
る
ガ
ラ
ス
も
用
紙
サ
イ
ズ
で
済
ま
せ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
巨
大
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
て
い
た
時
に
起
き
て
い
た
実
景
撮
影
の
た
め

の
場
所
的
制
約
は
な
く
な
り
、
か
つ
費
用
も
低
く
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
白
黒
テ
ス
ト
チ
ャ
ー
ト
の
焼
き
込
み
と
碁
盤
の

目
を
目
印
と
し
て
実
景
と
絵
画
を
接
合
さ
せ
る
技
法
に
よ
り
、
両
者
を
違
和
感
な
く
自
然
な
画
調
で
統
一
さ
せ
得
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ポ
メ
ロ
イ
の
ス
タ
ジ
オ
で
実
施
さ
れ
て
い
た
技
法
で
、「
手
帳
」
三
二
〜
三
頁
に
は
、
二
重
露
光
の
技
法
に
つ
い

て
、
野
球
の
試
合
の
場
面
の
実
景
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
や
絵
に
よ
る
観
客
席
と
の
合
成
方
法
を
例
と
し
て
図
入
り
で
記
録
し
て
い
る）

25
（

。
同
三
六
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頁
に
は
王
宮
内
の
場
面
に
つ
い
て
二
重
露
光
に
よ
り
合
成
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
実
物
の
断
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
の
工
程
②

に
お
け
る
碁
盤
の
目
、
工
程
③
の
作
業
そ
の
も
の
及
び
そ
れ
に
用
い
る
コ
ン
パ
ス
が
図
解
さ
れ
て
い
る
。

経
費
面
・
芸
術
面
の
二
律
背
反
の
課
題
を
解
決
し
得
る
こ
と
を
期
待
し
、
松
井　

勇
は
グ
ラ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
日
本
へ
の
導
入
を
図
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
森　

岩
雄
も
本
技
術
に
つ
い
て
「
画
工
の
仕
事
も
容
易
に
、
且
つ
、
芸
術
的
手
腕
を
振
ふ
こ
と
が
更
に
可
能
な
方
法
で
あ

る
。
是
に
よ
つ
て
、
大
道
具
の
経
費
節
減
は
勿
論
、
そ
の
上
、
思
ふ
存
分
、
芸
術
的
効
果
を
構
図
の
上
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
様

に
な
つ
て
ゐ
る
」
と
の
評
価
を
与
え
て
い
る）

26
（

。

グ
ラ
ス
プ
ロ
セ
ス
は
背
景
（
も
し
く
は
前
景
）
が
静
止
し
て
い
る
画
像
を
合
成
す
る
時
に
威
力
を
発
揮
す
る
技
法
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
、
松
井　

勇
が
特
許
を
取
得
し
た
も
う
一
つ
の
技
法
で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ぺ
ラ
ン
シ
ー
は
共
に
動
く
モ
ノ
ク
ロ
映
像
同
士
を
合
成
さ
せ
得

る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
同
技
法
の
原
型
は
一
九
二
〇
年
代
に
ハ
ン
ス
・
ゲ
ッ
ツ
（H

ans G
öetz

）
が
イ
ギ
リ
ス
で
特
許
を
と
り
、

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
も
ダ
ン
ニ
ン
グ
（C

. D
odge D

unning

）
が
開
発
し
、
そ
れ
を
ポ
メ
ロ
イ
が
改
良
・
発
展
さ
せ
て
特
許
を
取
得
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
同
技
法
は
ダ
ン
ニ
ン
グ-
ポ
メ
ロ
イ
プ
ロ
セ
ス
と
も
称
さ
れ
て
い
る）

27
（

。

そ
の
原
理
は
光
の
三
原
色
の
活
用
に
あ
る
。
赤
色
と
青
色
の
被
写
体
を
用
意
し
、
そ
れ
を
赤
色
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
介
し
て
モ
ノ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
す
る
と
、
前
者
は
よ
り
白
く
、
後
者
は
よ
り
黒
く
写
さ
れ
、
両
者
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
明
瞭
と
な
る
。
こ
れ
は
赤
色
の

フ
ィ
ル
タ
ー
は
赤
色
の
光
し
か
透
過
さ
せ
ず
、
青
色
等
の
光
は
吸
収
し
て
し
ま
う
た
め
に
起
き
る
現
象
で
あ
る
。「
手
帳
」
二
九
頁
に
も

同
原
理
が
図
入
り
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
と
い
う
撮
影
技
術
の
名
称
の
元
と
な
っ
た
「Transparency

」
と
い
う
語

句
は
辞
書
的
に
は
「
透
明
」「
透
過
」
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
赤
色
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
赤
色
光
線
の
み
を
「
透
過
」
す
る
と
い
う
特
性

を
活
用
し
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
技
法
の
核
は
、
赤
色
の
透
明
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す
赤
色
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
（
調
色
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
）
の
作
成
と
、
被
写
体
の
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照
明
の
当
て
方
、
背
景
の
青
色
幕
の
作
成
に
あ

る
。
図
4
は
「
手
帳
」
に
記
録
さ
れ
た
同
技
法
に

よ
る
撮
影
の
状
況
図
で
あ
る
。
上
段
は
「
手
帳
」

一
六
頁
、
下
段
は
二
一
頁
所
収
で
あ
る
。
上
段
に

つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ク
・
ス
ト
レ
イ
ヤ
ー
監
督
『
弥

次
喜
多
空
中
の
巻
』（
一
九
二
七
年
）
を
撮
影
し

た
際
の
状
況
と
考
え
ら
れ
る
。
同
作
は
主
人
公
が

気
球
に
乗
っ
て
活
躍
す
る
話
で
あ
り
、
前
節
で
紹

介
し
た
益
田　

甫
に
よ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
探
訪
レ

ポ
ー
ト
に
お
い
て
（
資
料
4
）、
松
井　

勇
は
同

作
を
例
に
取
り
な
が
ら
そ
の
特
撮
技
法
に
つ
い
て

解
説
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
主
と
し
て
前
者
（
図
4　

上
段
）
の

「
飛
行
機
或
ハ
軽
気
球
等
ヲ
地
上
ニ
入
レ
ル
方
法
」

に
基
づ
き
な
が
ら
、
同
技
法
の
手
順
に
つ
い
て
説

明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

図 4
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・ 

工
程
①　

背
景
と
し
て
用
い
る
動
画
を
撮
影
す
る
。
こ
の
事
例
の
場
合
は
飛
行
機
等
に
搭
乗
し
て
空
中
か
ら
地
上
の
様
子
等
を
撮

り
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
に
焼
く
。

・ 
工
程
②　

ス
テ
ー
ジ
内
に
セ
ッ
ト
を
図
4
上
段
の
よ
う
に
設
営
す
る
。
被
写
体
と
な
る
気
球
の
模
型
は
天
井
か
ら
吊
る
す
。
こ
の

際
、
特
に
注
意
す
べ
き
は
照
明
で
あ
り
、
被
写
体
に
は
赤
色
（
橙
色
）
の
光
を
当
て
る
。
背
景
の
部
分
、
つ
ま
り
、
工
程
①
で
撮
影

し
た
動
画
が
フ
ィ
ル
ム
上
で
合
成
さ
れ
る
部
分
は
青
色
の
幕
（
シ
ー
ト
）
を
張
り
、
そ
こ
に
青
色
の
光
を
当
て
る
。
被
写
体
と
青
色

の
幕
の
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
照
明
の
光
が
交
じ
り
合
わ
な
い
よ
う
黒
色
の
幕
を
張
る
。
図
4
上
段
は
撮
影
全
体
の
状
況
を
横
か
ら
の

視
点
に
よ
る
図
で
あ
り
、
同
下
段
は
上
か
ら
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
黒
い
幕
は
あ
く
ま
で
照
明
具
か
ら
の
光
を
遮
る
も
の
で
あ
り
、

後
景
の
青
色
の
幕
部
分
を
隠
す
も
の
で
は
な
い
。

・ 

工
程
③　

工
程
①
で
撮
影
し
た
背
景
の
動
画
が
撮
影
さ
れ
た
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
を
赤
色
（
橙
色
）
に
染
色
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

本
フ
ィ
ル
ム
は
被
写
体
の
光
景
と
し
て
合
成
さ
れ
る
た
め
の
画
像
で
あ
る
と
同
時
に
、
赤
色
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
割
を
果
た
す
も
の
と

な
る
。

・ 

工
程
④　

二
本
の
フ
ィ
ル
ム
を
同
時
に
駆
動
さ
せ
得
る
カ
メ
ラ
に
、
工
程
③
で
作
成
し
た
調
色
フ
ィ
ル
ム
と
生
の
パ
ン
ク
ロ
マ
チ
ッ

ク
・
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
と
を
図
4
下
段
の
と
お
り
密
着
さ
せ
て
装
填
し
、
撮
影
す
る
。
最
後
に
、
撮
影
し
た
こ
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を

ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
に
焼
き
直
し
て
完
成
で
あ
る
。
な
お
、
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
火
気
に
十
分
注
意
し
、
照
明
の
都
合
上
、
ス
タ
ジ
オ
の

扉
類
は
全
て
締
め
切
り
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
す
る
。

工
程
④
に
お
い
て
、
調
色
フ
ィ
ル
ム
と
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
重
ね
合
わ
せ
て
撮
影
す
る
こ
と
で
、
カ
メ
ラ
の
前
か
ら
来
る
光
は
調
色
フ
ィ
ル
ム
を

介
し
て
そ
の
後
ろ
に
密
着
さ
せ
た
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
に
到
達
す
る
。
こ
の
時
、
赤
色
の
調
色
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
が
赤
色
フ
ィ
ル
タ
ー
と
同
じ
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
か
ら
、
赤
色
に
照
ら
さ
れ
た
被
写
体
（
こ
の
場
合
は
気
球
）
部
分
か
ら
の
光
は
そ
の
ま
ま
透
過
し
（Transparency

）、
後
ろ
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の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
に
気
球
の
映
像
と
し
て
感
光
さ
れ
る
。
一
方
、
背
後
の
青
色
の
幕
か
ら
の
青
色
光
は
、
先
述
の
原
理
に
基
づ
き
、
赤
色

の
調
色
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
映
像
（
工
程
①
で
撮
影
し
た
空
中
か
ら
の
地
上
映
像
）
に
吸
収
さ
れ
、
後
ろ
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
に
そ
の
ま
ま
感

光
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
手
前
の
被
写
体
（
気
球
）
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
青
色
光
は
カ
メ
ラ
に
届
か
な
い
こ
と
か
ら
、

前
述
の
と
お
り
背
景
映
像
の
代
わ
り
に
被
写
体
の
気
球
が
感
光
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
空
中
を
飛
ぶ
気
球
と
そ
こ
か
ら
見
た
地

上
の
動
画
と
を
一
つ
の
画
面
と
し
て
合
成
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

グ
ラ
ス
プ
ロ
セ
ス
で
も
触
れ
た
が
、
二
重
露
光
を
す
る
に
は
、
合
成
す
る
素
材
同
士
で
不
要
と
な
る
箇
所
を
感
光
さ
せ
な
い
よ
う
に
黒

色
の
マ
ッ
ト
で
隠
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
者
が
共
に
動
く
映
像
同
士
を
合
成
さ
せ
る
に
は
、
数
秒
の
シ
ー
ン
で
あ
っ
て
も
そ
の
動

き
・
位
置
に
合
わ
せ
た
マ
ッ
ト
作
成
の
必
要
が
あ
る
た
め
、
作
業
分
量
と
時
間
が
膨
大
と
な
る
。
そ
こ
で
自
動
的
に
マ
ッ
ト
の
位
置
・
大

き
さ
・
形
状
等
を
自
在
に
変
形
さ
せ
得
る
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
を
代
表
す
る
技
法
の
一
つ
と
し
て
ト
ラ
ン

ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
が
考
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
技
法
で
は
、
背
後
の
青
色
幕
と
カ
メ
ラ
の
間
に
被
写
体
が
立
つ
こ
と
で
、
青
色
光
が
カ
メ

ラ
に
入
る
の
を
遮
り
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
移
動
マ
ッ
ト
（
自
己
マ
ッ
ト
）
と
同
じ
役
割
を
果
た
す
。
し
た
が
っ
て
、
被
写
体
が
ど
の
よ

う
に
動
い
て
も
簡
易
に
合
成
さ
せ
得
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
大
き
な
利
点
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
従
来
の
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
ど
の
合
成
技
法
に
も
見
ら
れ
な
い
、
理
化
学
的
な
技
術
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ
り
、
森　

岩
雄
も

「
此
の
ト
リ
ツ
ク
は
殊
に
ト
オ
キ
イ
に
な
つ
て
、
音
響
録
音
上
、
ロ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
が
一
層
不
便
に
な
つ
た
関
係
か
ら
非
常
に
重
要
視
さ
れ

る
」
と
も
、「
大
場
面
物
は
勿
論
、
一
人
二
役
も
是
に
よ
れ
ば
、
在
来
の
も
の
よ
り
遥
か
に
面
白
い
演
出
が
出
来
る
。
誠
に
映
画
科
学
の

進
歩
の
凄
じ
さ
は
驚
嘆
の
外
な
し
で
あ
る
」
と
同
技
術
に
対
す
る
大
き
な
期
待
と
興
味
を
寄
せ
て
い
る）

28
（

。

松
井　

勇
自
身
も
ポ
メ
ロ
イ
の
ス
タ
ジ
オ
で
学
ん
で
い
た
時
に
既
に
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
に
可
能
性
を
見
出
し
て
お
り
、
先
述
の
と

お
り
本
技
術
の
記
載
の
比
重
が
「
手
帳
」
で
最
も
重
き
を
な
し
て
い
る
。
五
六
頁
に
そ
の
撮
影
の
様
子
が
図
解
さ
れ
て
い
る
が
、「July 
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27.1927 Stage8

．special e�ect D
ept.

」
と
特
別
に
年
代
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
強
い
引
象
を
松
井　

勇
に
与
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
日
こ
そ
彼
に
と
っ
て
は
じ
め
て
の
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
体
験
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
技
術
は
当
時
最
新
の
も
の
で
あ
り
、
特
に
そ
の
核
と
な
る
調
色
フ
ィ
ル
ム
の
制
作
工
程
は
厳
重
に
秘
匿
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
は
「
手
帳
」
五
三
頁
の
「（Transparency Room

ヨ
リI fund out 7.27.1929

）
ヌ
ス
ミ
ト
ル　

Transparency Room

ニ
テ
多

ク
使
用
サ
レ
居
ル
モ
ノ　

Bleach

ノ
分
量
表
？
ノ
前
ニ
ア
リ
タ
ル
薬
名
ヲ
ヌ
ス
ミ
ト
ル
」
と
の
記
述
に
明
ら
か
で
あ
る
。
同
一
六
頁
に

「Process of Transparency　

I G
O

T IT on August 7.1929 From
 Room

 of TRA
N

SPA
REN

C
Y W

O
RK

 of SPEC
IA

L E�EC
T 

D
EPA

RTM
EN

T STA
FF EIG

H
T.

」
と
あ
り
、
工
程
③
に
お
け
る
調
色
フ
ィ
ル
ム
製
作
手
順
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ハ
リ
ウ
ッ

ド
入
り
し
て
間
も
な
い
一
九
二
七
年
七
月
二
七
日
に
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
の
撮
影
現
場
に
接
し
て
か
ら
一
九
二
九
年
八
月
七
日
に
「
ヌ

ス
ミ
ト
ル
」
ま
で
の
約
二
年
間
は
、
調
色
フ
ィ
ル
ム
製
作
法
を
詳
細
に
知
り
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
ポ
メ
ロ
イ
か
ら
直
接
の
教
示
を
得
て
学
習
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
手
帳
」
二
二
頁
に
「Transparency

ノ

仕
事
ニ
ナ
ス
場
合
、Positive �lm

トnegative �lm

ニ
表
レ
ル
相
違　

A
ugust16.1929

ニN
egative �lm

ニPrint

シ
テ
、bleach

ヨ
リD

yeing

マ
デtry

シ
タ
ル
ニ
、�lm

ハ
染
マ
シ
。
其
映
画
表
レ
来
ラ
ズ
。negative 

�lm

ヲ
使
用
シ
タ
ル
ニ
依
ル
ナ
ラ
ン
」
と
あ

る
と
お
り
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
技
術
を
習
得
す
る
他
な
か
っ
た
。
薬
品
配
合
の
情
報
を
得
て
か
ら
九
日
後
の
八
月
一
六
日

に
、
工
程
③
に
関
連
し
た
調
色
フ
ィ
ル
ム
の
作
成
に
挑
戦
し
た
も
の
の
失
敗
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
で
は
な
く
ネ
ガ
フ
ィ
ル

ム
で
あ
っ
た
の
が
原
因
と
自
己
分
析
を
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
井　

勇
が
日
本
で
特
許
を
取
得
し
た
技
術
は
、
非
常
手
段
に
よ
る

情
報
入
手
を
基
盤
と
は
し
つ
つ
も
、
具
体
的
な
作
業
工
程
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
、
彼
自
身
の
独
創
・
創
意
が
加
わ
っ
て
発
明
さ
れ
た
も

の
と
い
え
よ
う）

29
（

。

彼
は
翌
一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
帰
国
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
九
年
中
に
は
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
を
独
力
で
実
施
し
得
る
自
信
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を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
特
許
取
得
当
初
は
期
待
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
技
術
で
あ
り
、
松
井　

勇
も
積
極
的

に
普
及
に
努
め
て
い
た
が
、
本
稿
二
節
で
論
じ
た
と
お
り
、
結
果
的
に
は
そ
れ
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
円
谷
英
二
は

次
の
と
お
り
当
時
の
状
況
を
回
想
し
て
い
る）

30
（

。
な
お
、
管
見
の
限
り
、
円
谷
英
二
が
松
井　

勇
の
手
掛
け
た
作
品
（『
爆
撃
飛
行
隊
』）・

技
術
に
言
及
し
た
唯
一
の
文
献
と
い
う
重
要
さ
に
鑑
み
、
幾
分
長
文
な
が
ら
も
引
用
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ェ
ル
マ
ン
監
督
の
「
つ
ば
さ
」
と
い
う
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
扱
っ
た
航
空
映
画
が
こ
の
技
術
（
筆
者
註
「
ト
ラ
ン

ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
＝
ダ
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
」
を
指
す
）
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
不
可
能
で
あ
っ
た
大
空
の
ド
ラ
マ
を
縦
横
に
撮
影
し

た
。

こ
の
映
画
が
上
映
さ
れ
た
後
、
松
竹
の
牛
原
虚
彦
監
督
が
「
大

（
マ
ヽ
）
進
軍
」、
京
都
の
J
・
O
ス
タ
ヂ
オ
で
は
早
川
雪
洲
主
演
の
「
爆
撃

飛
行
隊
」
が
そ
の
他
新
興
キ
ネ
マ
も
日
活
も
そ
れ
ぞ
れ
に
ダ
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
の
ト
リ
ッ
ク
撮
影
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
れ
を

機
に
日
本
の
撮
影
技
術
も
前
進
す
る
か
に
見
え
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
は
、
こ
れ
ら
の
諸
作
品
に
お
こ
な
わ
れ
た
ダ
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
セ

ス
は
、
い
ず
れ
も
さ
ん
ざ
ん
な
不
結
果
に
終
わ
り
、
経
営
者
や
監
督
に
皮
肉
を
あ
び
せ
ら
れ
て
、
せ
っ
か
く
意
気
込
ん
で
立
ち
上
が
っ

た
キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
だ
け
が
貧
乏
籤
を
引
い
た
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
ど
う
や
ら
盛
り
上
が
っ
た
特
殊
技
術
の
機
運
は

再
び
萎
え
て
し
ま
っ
た
ば
か
り
か
、
絶
望
的
な
悲
観
説
が
常
識
と
な
っ
て
、
誰
も
新
し
い
技
術
の
摂
取
に
は
消
極
的
に
な
り
、
ア
メ
リ

カ
映
画
技
術
を
、
た
だ
た
だ
高
く
見
上
げ
る
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

『
つ
ば
さ
』
公
開
を
契
機
に
ア
メ
リ
カ
の
最
新
の
特
撮
技
術
で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
（
ダ
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
）
に
注
目
が
集
ま

り
、
そ
れ
を
活
用
し
た
作
品
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
。
し
か
し
、
作
品
的
・
興
業
的
成
果
が
映
画
会
社
に
と
っ
て
思
わ
し
く
な
く
、
一
時
的
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に
盛
り
上
が
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
最
新
技
術
を
研
究
・
導
入
し
よ
う
と
す
る
動
き
、
ひ
い
て
は
日
本
映
画
界
に
お
け
る
特
撮
技
術
そ
の
も
の

の
停
滞
を
招
い
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
松
井　

勇
の
業
績
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
に
続
け
て
「
科
学
的
処
理
を
要
す
る
技
術
で
、
当
時
と
し
て
は
誠
に
異
色
の
新
技
術
で
あ
っ
た
」
と
技
術
そ
の
も
の
に
は
好
意
的

に
評
価
す
る
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
（
ダ
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
）
へ
も
苦
言
を
呈
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
映
画
技
術
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た
こ

と
を
契
機
に
「
こ
の
方
法
を
忠
実
に
実
行
し
た
キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
は
全
部
失
敗
し
た
」
と
し
、
そ
の
原
因
を
「
処
理
の
方
法
を
率
直
に
発
表

し
て
く
れ
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
技
術
雑
誌
も
罪
な
こ
と
を
し
て
く
れ
た
」
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
円
谷
英
二
の
実
験
結
果
に
よ
れ
ば
、

被
写
体
は
赤
で
は
な
く
青
色
の
照
明
を
、
背
景
は
青
で
は
な
く
赤
色
幕
を
用
い
、
調
色
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
も
赤
色
で
な
く
青
色
に
染
色
す
る

こ
と
で
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ
た
と
し
て
い
る）

31
（

。
以
上
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
専
門
誌
は
技
術
の
核
と
な
る
部
分
を
秘
密
と
す
る
た
め
に
、

故
意
に
虚
偽
の
情
報
を
発
表
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。
松
井　

勇
は
「
手
帳
」
二
一
頁
に
お
い
て
「
赤
色
ノ�lm

ヲ
作
り
、acting

ニ
赤
色
ノ
光
線
ヲ
送
ル

方
ガ
、
其
ノ
反
対
ノ
青
色
ノ�lm

ヲ
作
リ
、
着
色
ノ
光
線
ヲ
送
ル
ヨ
リbetter

ナ
ル
事
」
と
し
、
パ
ン
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
・
ネ
ガ
フ
ィ
ル

ム
は
赤
色
光
を
感
光
し
易
い
た
め
、
や
は
り
調
色
フ
ィ
ル
ム
は
青
色
よ
り
赤
色
の
方
が
効
果
的
と
す
る
。
円
谷
英
二
は
、
ひ
い
て
は
当
時

の
日
本
映
画
界
で
は
そ
れ
を
真
逆
に
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
映
画
監
督
の
吉
村
公
三
郎
の
証
言
に
「
確
か
『
進
軍
』
と
い
う
題
名
で
、

鈴
木
伝
明
主
演
、
牛
原
虚
彦
の
監
督
だ
っ
た
と
思
う
。（
中
略
）
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
映
画
の
真
似
は
、
監
督
手
法
や
撮
影
の
技
巧
技
術
だ

け
に
見
ら
れ
る
。
青
一
色
の
ラ
イ
ト
で
、
飛
行
機
の
操
縦
場
面
を
撮
影
し
て
い
る
セ
ッ
ト
を
の
ぞ
い
て
見
た
が
、
あ
れ
は
『
つ
ば
さ
』
的

な
焼
付
技
術
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る）

32
（

。
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
（
ダ
ニ
ン
グ
・
プ
ロ
セ
ス
）
を
用
い
て
い
た
『
進
軍
』

（
一
九
三
〇
年
）
の
撮
影
現
場
で
は
、
被
写
体
に
青
色
ラ
イ
ト
を
あ
て
て
お
り
、
先
の
円
谷
英
二
の
見
解
と
同
一
の
方
法
で
撮
影
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
円
谷
英
二
を
は
じ
め
日
本
の
映
画
技
術
関
係
者
は
同
技
法
を
十
分
に
理
解
・
会
得
し
て
い
な
か
っ
た
と
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捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
調
色
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
作
成
は
「
ヌ
ス
ミ
ト
ル
」
こ
と
で
し
か
判
明
し
得
な
い
程
、
高
度
な
知
識
と
熟
練
を

要
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
技
術
習
得
の
困
難
さ
が
結
果
的
に
日
本
に
お
け
る
同
技
法
の
理
解
・
普
及
を
妨
げ
た
と
い
え

よ
う
。

ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
が
広
ま
ら
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
同
時
期
に
「
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
・
マ
ッ
ト
」
の
一
種
で
あ
る
ス

ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
が
円
谷
英
二
に
よ
っ
て
改
良
・
実
用
化
さ
れ
、
大
き
な
芸
術
的
成
果
が
得
ら
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
三
六
年

（
昭
和
一
一
）
製
作
開
始
・
翌
年
公
開
の
日
独
合
作
作
品
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ク
、
伊
丹
万
作
監
督
『
新
し
き
土
』
に
て
彼
は
ス
ク

リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
を
本
格
導
入
し
、
高
く
評
価
さ
れ
た）

33
（

。
同
技
法
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
立
て
、
そ
の
後
ろ
か
ら
は
背
景
と
な
る
映
像
を
投
影

し
、
前
か
ら
は
セ
ッ
ト
を
立
て
て
役
者
に
演
技
を
さ
せ
る
。
そ
れ
ら
を
ス
ク
リ
ー
ン
の
前
か
ら
撮
影
す
る
こ
と
で
、
背
景
画
像
と
合
成
さ

れ
る
と
い
う
技
術
で
あ
る
。
専
用
の
撮
影
機
材
が
あ
れ
ば
、
既
存
の
合
成
技
法
よ
り
も
簡
単
か
つ
能
率
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ン
ス

ペ
ラ
ン
シ
ー
に
代
わ
り
本
技
法
が
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
は
カ
ラ
ー
映
画
に
も
適
用
可
能
な
技
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
は
原
理
的
に
モ
ノ

ク
ロ
映
画
に
し
か
適
用
で
き
な
い
技
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
の
カ
ラ
ー
映
画
化
の
進
展
に
よ
り
、
そ
れ
が
顧
み
ら
れ
な
く
な
る
の
は
必

然
で
あ
っ
た
。

結
果
的
に
松
井　

勇
が
先
覚
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
導
入
し
た
最
新
の
特
撮
技
術
は
日
本
に
根
付
か
ず
、
代
わ
り
に
円
谷
英
二
の
技

術
が
日
本
特
撮
界
を
強
力
に
牽
引
し
て
い
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
、
以
上
の
技
術
的
検
討
に
基
づ
き
な

が
ら
、
両
者
の
明
暗
を
分
け
た
の
は
何
に
起
因
す
る
の
か
、
映
画
史
全
体
の
動
向
か
ら
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
、
あ
ら
た
め
て
松
井　

勇
が

日
本
文
化
史
に
果
た
し
た
歴
史
的
役
割
を
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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四
　
松
井
　
勇
の
特
撮
技
術
が
日
本
文
化
史
に
果
た
し
た
歴
史
的
役
割

松
井　

勇
と
円
谷
英
二
は
共
に
黎
明
期
に
お
け
る
日
本
特
撮
技
術
の
開
拓
者
で
あ
り
、
か
つ
、
森　

岩
雄
に
よ
っ
て
そ
の
技
術
・
才
能

が
見
い
だ
さ
れ
、
日
本
特
撮
技
術
史
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
森　

岩
雄
が
最
初
に
注
目
し
た
の
は
松
井　

勇
で
あ
り
、
特
撮
専
門

の
映
画
会
社
設
立
や
特
撮
を
活
用
し
た
映
像
作
品
の
制
作
に
協
力
す
る
関
係
を
築
い
た
。
後
に
彼
は
円
谷
英
二
と
関
係
を
深
め
、
当
時
、

創
業
し
た
ば
か
り
の
東
宝
映
画
株
式
会
社
の
初
代
特
殊
技
術
課
長
と
し
て
招
聘
し
、
数
多
く
の
特
撮
映
画
を
製
作
し
た
。
こ
の
よ
う
な
共

通
項
が
あ
る
一
方
で
、
技
術
面
に
お
い
て
は
、
松
井　

勇
が
ア
メ
リ
カ
で
ポ
メ
ロ
イ
か
ら
学
ん
だ
特
撮
技
術
は
化
学
的
処
理
を
核
と
す
る

ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
円
谷
英
二
が
独
力
で
開
発
し
た
そ
れ
は
機
械
工
学
を
核
と
す
る
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
で

あ
っ
た
点
で
対
照
的
で
あ
る
。
い
わ
ば
「
松
井　

勇
―
森　

岩
雄
」
ラ
イ
ン
か
ら
「
円
谷
英
二
―
森　

岩
雄
」
ラ
イ
ン
へ
と
人
的
関
係
に

お
い
て
も
、
ま
た
、
技
術
的
観
点
か
ら
も
歴
史
的
変
遷
が
あ
っ
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
に
指
摘
し
た
変
化
の
要
因
に
つ
い
て
、
後
者
か
ら
、
即
ち
特
撮
技
術
史
的
視
点
か
ら
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
点
を
明

ら
か
に
す
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
R
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
氏
に
よ
る
一
九
〇
九
〜
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ

れ
た
特
撮
技
術
に
関
す
る
専
門
文
献
リ
ス
ト
で
あ
る）

34
（

。
当
該
論
考
は
研
究
技
術
分
野
ご
と
に
分
類
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
な

が
ら
分
野
ご
と
に
発
表
数
量
を
年
次
的
に
ま
と
め
直
す
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
映
画
界
に
お
い
て
ど
の
技
術
分
野
に
注
目
が
集
め
ら
れ
た

の
か
、
ひ
い
て
は
ど
の
分
野
が
発
展
し
た
の
か
、
大
凡
の
歴
史
的
変
遷
を
掌
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
以
上
の
考
え
に
基
づ
き
作
成

し
た
の
が
表
3
で
あ
る
。

同
表
右
横
の
小
計
は
、
一
〇
年
間
ご
と
に
お
け
る
特
撮
技
術
の
論
文
総
量
で
あ
る
。
元
々
、
特
撮
技
術
は
一
九
世
紀
末
の
映
画
の
発
明

と
共
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
撮
影
機
の
操
作
ミ
ス
等
が
興
味
深
い
映
像
効
果
を
齎
す
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
、
や
が
て
そ
の
現
象
を
意
図

的
に
活
用
し
た
映
画
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ら
技
術
を
研
究
と
し
て
深
化
さ
せ
る
動
き
が
ア
メ
リ
カ
に
あ
っ
て
は
一
九
一
〇
年
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代
前
後
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と
が
表
か
ら
指
摘
し
得
る
（
文
献
の
初
出
は
一
九
〇
九
年
）。

そ
の
後
、
本
格
的
に
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
の
は
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
一
挙

に
一
四
倍
の
二
八
本
が
発
表
さ
れ
る
。
さ
ら
に
詳
細
に
発
表
年
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
中
、

二
四
本
、
即
ち
同
年
代
全
体
の
八
五
・
七
％
に
あ
た
る
分
量
が
一
九
二
〇
年
代
後
半
（
一

九
二
五
〜
九
）
に
発
表
さ
れ
、
当
該
期
こ
そ
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
特
撮
技
術
研
究
本
格

化
の
黎
明
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
つ
ば
さ
』
が
第
一
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受

賞
し
た
の
は
、
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
出
来
事
で
あ
り
、
松
井　

勇
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
赴

き
、
ポ
メ
ロ
イ
か
ら
特
撮
技
術
を
学
ん
だ
時
期
に
も
当
た
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
彼
等
の
動

向
・
技
術
は
当
時
に
お
け
る
当
該
分
野
の
潮
流
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
研
究
数
は
よ
り
急
増
し
、
二
〇
年
代
の
約
三
・
六
倍
の
一
〇

二
本
と
分
量
的
に
充
実
化
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
解
け
る
。
当
該
期
は
松
井　

勇
が
帰
国
し

て
特
撮
映
画
の
制
作
を
は
じ
め
、
円
谷
英
二
も
そ
の
特
撮
技
術
が
本
格
的
に
認
め
ら
れ
る
時

期
に
相
当
し
て
い
る
。
ま
さ
に
両
者
は
世
界
的
な
技
術
の
進
展
と
軌
を
一
に
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
一
九
四
〇
年
代
か
ら
終
戦
後
の
五

〇
年
代
は
三
〇
年
代
に
比
べ
れ
ば
そ
の
数
量
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
安
定
し
て
五
〇
本
以

上
の
作
品
が
発
表
さ
れ
、
研
究
が
恒
常
的
に
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

右
の
結
果
を
前
提
と
し
な
が
ら
続
い
て
、
各
個
別
の
研
究
分
野
の
動
向
を
分
析
す
る
こ

と
と
し
た
い
。
R
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
氏
の
分
類
に
よ
る
と
、
特
撮
技
術
の
専
門
研
究

表 3　アメリカの特撮技術に関する専門文献数の年次的変遷
 単位：本

年代 A B C D E F G H I J K L 小計

1909～1919年  0  0  0  0  1  1  0  0  0 0 0 0   2

1920～1929年  7  4  0  4  3  4  0  2  0 0 4 0  28

1930～1939年  7 10 38 11  8  6  7  2  4 6 2 1 102

1940～1949年  2 11 15 10 10  4 12  4  5 2 0 2  77

1950～1959年  4 15  9  7  8  7  0  2  1 1 0 0  54

小計 20 40 62 32 30 22 19 10 10 9 6 3 263

※　註 32R.フィールディング（川口和男訳）に基づき作成
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は
、
A
合
成
に
関
す
る
一
般
的
記
事
、
B
光
学
焼
付
と
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
、
C
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
、
D
ミ
ニ

チ
ュ
ア
、
E
特
殊
効
果
を
使
用
し
た
作
品
の
一
般
的
な
記
事
、
F
特
殊
撮
影
技
術
の
基
本
的
問
題
、
G
伝
記
、
H
普
通
写
真
の
マ
ッ
ト
撮

影
、
I
擬
似
夜
景
の
撮
影
、
J
効
果
用
フ
ィ
ル
タ
ー
、
K
特
許
、
L
グ
ラ
ス
・
ワ
ー
ク
の
一
二
分
野
に
分
け
ら
れ
る
。
表
3
に
お
い
て
研

究
分
野
ご
と
の
年
次
的
変
遷
が
分
か
る
よ
う
に
配
列
し
た
と
こ
ろ
、
通
時
的
傾
向
と
し
て
指
摘
し
得
る
の
が
、
合
成
に
関
す
る
三
分
野

（
A
〜
C
）
が
二
六
三
本
中
、
一
二
二
本
（
全
体
の
四
六
・
三
％
）
を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
映
画
技
術
者
に
と
っ
て
合

成
技
法
こ
そ
が
研
究
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
特
撮
技
術
の
発
展
は
合
成
技
法
の
発
展
と
等
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

D
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
加
え
る
と
、
一
六
三
本
（
全
体
の
五
八
・
五
％
）
と
半
数
以
上
を
占
め
る
割
合
と
な
り
、
こ
の
四
分
野
こ
そ
が
特
撮
技

術
研
究
の
主
要
分
野
と
い
え
よ
う
。

各
年
次
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
、
一
九
一
〇
年
代
は
特
撮
技
術
の
概
説
的
研
究
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
先
に
本
格
化

の
黎
明
期
と
位
置
づ
け
た
一
九
二
〇
年
代
は
七
分
野
の
研
究
が
発
表
さ
れ
、
個
別
分
野
の
研
究
が
専
門
的
に
深
化
し
た
こ
と
が
読
み
解
け

る
。
さ
ら
に
三
〇
年
代
に
は
そ
の
傾
向
が
進
展
し
、
一
二
分
野
全
て
の
研
究
が
出
揃
う
。
当
該
期
は
発
表
数
量
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と

を
先
に
指
摘
し
た
が
、
質
的
側
面
に
お
い
て
も
そ
れ
が
当
て
は
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。『
キ
ン
グ
コ
ン
グ
』（
一
九
三
三
年
）
等
に
代

表
さ
れ
る
映
画
史
的
に
も
重
要
な
特
撮
作
品
が
公
開
さ
れ
る
の
も
三
〇
年
代
で
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
個
別
技
術
者
に
つ
い

て
の
G
伝
記
が
専
論
と
し
て
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
L
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
は
三
本
と
少
な
い
が
、
こ
れ
は
同

技
法
の
原
理
は
単
純
に
過
ぎ
る
が
故
に
研
究
は
深
化
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
反
面
、
撮
影
現
場
で
長
く
使
わ
れ
続
け
た
も
の
と
捉
え
ら
れ

る
。四

〇
〜
五
〇
年
代
も
幾
分
の
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
幅
広
い
分
野
で
研
究
が
安
定
的
に
な
さ
れ
続
け
た
こ
と
が
窺
え

る
。
以
上
か
ら
、
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
は
後
代
の
特
撮
技
術
の
基
本
的
枠
組
み
を
形
作
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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図
5
は
、
特
撮
技
術
研
究
の
主
要
四
分
野
と
し
た
A
〜
D
に
つ
い
て
、
一

二
分
野
全
体
に
お
け
る
割
合
の
変
遷
を
探
る
た
め
、
棒
グ
ラ
フ
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
A
合
成
に
関
す
る
一
般
的
記
事
は
黒
色
で
表
し
て
い
る
。
全

二
〇
本
中
の
四
本
（
二
〇
％
）
を
ダ
ニ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
の
論
文
が
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
実
質
的
に
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
に
関
す
る
研
究
、
即
ち
松
井　

勇

の
技
術
に
関
す
る
分
野
は
A
と
見
做
し
得
る
。
B
光
学
焼
付
と
ト
ラ
ベ
リ
ン

グ
マ
ッ
ト
は
灰
色
で
表
し
、
特
殊
効
果
撮
影
用
機
械
の
オ
プ
チ
カ
ル
・
プ
リ
ン

タ
ー
に
よ
る
合
成
技
法
に
関
す
る
論
文
が
主
で
あ
る
。
C
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
は
ほ
ぼ
白
色
で
表
し
て
い
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ

ス
に
よ
る
合
成
技
法
に
関
す
る
研
究
、
即
ち
円
谷
英
二
の
開
拓
し
た
技
術
に
関

す
る
分
野
は
C
と
見
做
し
得
る
。
D
ミ
ニ
チ
ュ
ア
は
灰
色
で
表
し
て
い
る
。

A
〜
D
の
総
計
は
通
時
的
に
見
て
五
〜
六
割
を
占
め
続
け
た
こ
と
か
ら
、
合

成
と
ミ
ニ
チ
ュ
ア
こ
そ
が
特
撮
技
術
の
中
核
的
な
研
究
対
象
で
あ
り
続
け
た
こ

と
に
な
る
。
そ
の
中
、
D
ミ
ニ
チ
ュ
ア
研
究
は
各
時
代
と
も
一
割
程
度
を
維
持

し
て
お
り
、
常
時
、
技
術
改
良
に
取
り
組
ま
れ
続
け
た
分
野
で
あ
る
。

合
成
の
三
分
野
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
時
代
ご
と
に
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
一
九
二
〇
年
代
は
A
と
B
、
と
り
わ
け
A
が
全
体
の
二
五
％
を
占
め
、

C
の
分
野
の
研
究
に
至
っ
て
は
〇
％
と
い
う
有
り
様
で
、
技
術
開
発
が
十
分
に

図 5　内容分野別割合の年次的変遷
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進
展
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
が
一
九
二
〇
年
代
の
主
流
技
術
で
あ
り
、
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
は

ま
だ
研
究
自
体
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
一
九
三
〇
年
代
に
は
A
と
C
の
割
合
が
大
き
く
逆
転
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
が
全
体
の
三
七
・
三
％
を
占
め
て
合
成
技

術
の
主
流
と
な
り
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
の
占
め
る
割
合
は
六
・
九
％
と
大
幅
に
低
下
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
代
は
そ

の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
、
A
は
二
・
六
％
ま
で
低
下
す
る
。
三
〇
年
代
以
降
の
合
成
技
術
は
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
を
対
象
と
し
た
研

究
が
急
激
か
つ
集
中
的
に
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
大
幅
な
技
術
的
向
上
が
促
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
五
〇
年
代
に
入
る
と
、
二
〇
年
代
か
ら
一
定
の
研
究
が
な
さ
れ
続
け
て
き
た
B
が
二
七
・
八
％
と
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
、

オ
プ
チ
カ
ル
・
プ
リ
ン
タ
ー
に
関
す
る
研
究
が
そ
の
比
重
を
増
す
よ
う
に
な
っ
た
。
既
に
「
手
帳
」
四
九
頁
に
お
い
て
も
図
入
り
で
記
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
同
技
術
は
二
〇
年
代
後
半
か
ら
研
究
対
象
と
し
て
着
実
に
技
術
改
良
が
な
さ
れ
続
け
、
つ
い

に
そ
の
主
役
の
座
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
総
合
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
特
撮
技
術
研
究
の
本
格
化
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
り
、
と
り
わ
け
理
化

学
的
技
術
を
駆
使
し
た
合
成
技
術
の
分
野
に
そ
れ
が
顕
著
で
、
一
九
二
〇
年
代
に
化
学
的
処
理
に
基
づ
く
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
が
、
三

〇
〜
四
〇
年
代
は
機
械
工
学
に
基
づ
く
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
が
、
五
〇
年
代
は
機
械
工
学
及
び
光
学
に
基
づ
く
オ
プ
チ
カ
ル
・
プ
リ
ン

タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
代
表
す
る
研
究
分
野
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
得
る
。
反
面
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、

そ
の
新
奇
性
を
失
っ
て
い
っ
た
。
一
九
四
七
年
に
開
発
者
の
ポ
メ
ロ
イ
が
自
殺
し
た
の
も
こ
う
し
た
技
術
史
上
の
消
長
の
中
で
起
き
た
悲

劇
で
あ
っ
た
。
松
井　

勇
が
習
得
し
た
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
よ
り
も
円
谷
英
二
の
開
発
し
た
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
が
注
目
さ
れ
た
と

い
う
事
実
は
、
し
か
も
そ
れ
が
一
九
三
〇
年
代
の
後
半
頃
に
起
き
た
と
い
う
事
実
は
、
日
本
の
特
撮
技
術
は
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同

期
す
る
形
で
発
展
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
松
井　

勇
は
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
「
特
撮
研
究
本
格
化
の
黎
明
期
」
の
状
況
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を
、
円
谷
英
二
は
一
九
三
〇
年
代
の
「
個
別
分
野
の
進
展
期
」
の
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
体
現
し
て
い
た
。
本
節
冒
頭
で
述
べ
た
特
撮
技
術
の

主
軸
が
松
井　

勇
か
ら
円
谷
英
二
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
の
は
右
の
技
術
的
潮
流
が
要
因
と
な
っ
て
起
き
た
事
象
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
人
的
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
、
と
り
わ
け
森 

岩
雄
と
の
関
係
を
主
軸
に
据
え
て
、
両
者
の
明
暗
を
分
け
た
原
因
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
た
め
の
前
史
と
し
て
、
日
本
の
特
撮
技
術
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
、
概
観
し
よ
う
。
最
初
期
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
頃
か
ら
新
聞
や
雑
誌
等
で
簡
易
的
に
「
ト
リ
ッ
ク
」
技
法
を
紹
介
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
当
該
期
の
総
括
的
業
績
と
い
え
る
の
が
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
の
帰
山
教
正
『
活
動
写
真
劇
の
創
作
と
撮
影
法
』（
正
光
社
）

で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
①
カ
メ
ラ
の
止
め
写
し
、
②
逆
廻
転
撮
影
、
③
廻
転
の
遅
・
早
動
作
、
④
二
重
露
光
、
⑤
二
重
焼
き
、
⑥
鏡
の

ト
リ
ッ
ク
、
⑦
糸
の
ト
リ
ッ
ク
、
⑧
人
形
、
⑨
煙
の
ト
リ
ッ
ク
、
⑩
書
割
背
景
と
し
て
分
類
・
体
系
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
カ

メ
ラ
の
動
作
に
よ
る
も
の
（
①
・
②
）、
鏡
・
糸
・
人
形
等
に
よ
る
も
の
（
⑥
〜
⑧
）
等
の
単
純
さ
で
、
合
成
技
法
に
あ
っ
て
も
二
重
露

光
・
二
重
焼
き
等
の
初
歩
的
な
技
術
に
と
ど
ま
っ
て
い
た）

35
（

。
こ
れ
ら
は
後
に
円
谷
英
二
が
「
香
具
師
の
見
せ
物
の
類
で
あ
っ
て
、
い
か
に

も
科
学
性
の
な
い
技
術
」
と
評
し
た
水
準
で
あ
り）

36
（

、
そ
こ
に
は
理
化
学
的
技
術
に
よ
る
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
状
況
を
大
き
く
変
え
た
の
が
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
日
本
教
材
映
画
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
小
型
映
画
講
座
』
シ
リ
ー
ズ）

37
（

で
あ

る）
37
（

。
特
撮
に
関
す
る
論
考
は
一
巻
『
活
動
写
真
術
』
に
お
け
る
原
田
三
夫
「
ト
リ
ッ
ク
撮
影
術
」、
帰
山
教
正
「
合
成
写
真
術
」
で
あ
り
、

二
巻
『
映
画
製
作
法
』
に
お
け
る
森　

岩
雄
「
映
画
の
ト
リ
ッ
ク
」
が
あ
る
。
同
講
座
の
特
撮
に
関
す
る
記
載
内
容
は
当
時
、
世
界
最
新

の
技
術
情
報
・
動
向
が
盛
り
込
ま
れ
、
反
映
さ
れ
て
い
る
点
で
画
期
的
で
あ
る
。
従
来
は
特
撮
技
術
全
体
の
一
技
法
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

合
成
技
法
が
帰
山
教
正
の
専
論
で
は
「
合
成
写
真
は
活
動
写
真
術
の
最
も
高
級
な
技
術
に
属
す
る
」
も
の
と
し
て
独
立
し
た
章
立
て
が
な

さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
同
論
に
あ
っ
て
は
合
成
技
法
を
①
シ
ュ
フ
タ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
（
鏡
に
よ
る
二
重
露
出

法
）・
②
グ
ラ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
（
ガ
ラ
ス
を
利
用
し
た
二
重
露
出
法
）・
③
ポ
メ
ロ
イ
・
プ
ロ
セ
ス
（
調
色
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
利
用
）
の
三
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類
型
に
分
け
て
紹
介
す
る
が
、
③
の
よ
う
な
理
化
学
的
技
法
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
も
新
し
い
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
同
シ
リ
ー
ズ
の
特
撮
に
関
す
る
記
載
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

各
論
考
と
も
松
井　

勇
の
技
術
的
知
見
を
下
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
が

明
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
の
帰
山
論
文
に
あ
っ

て
分
類
さ
れ
て
い
る
②
と
③
の
合
成
技
法
こ
そ
松
井　

勇
が
特
許
を
取

得
し
た
技
術
で
あ
り
、
ま
た
、
同
論
で
は
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
へ
の

言
及
が
な
く
、
既
述
の
と
お
り
、
二
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ

の
研
究
状
況
が
そ
の
ま
ま
記
載
内
容
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
付
言
し
て
、

同
書
三
五
〇
頁
に
は
『
つ
ば
さ
』
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
の

撮
影
テ
ス
ト
写
真
が
掲
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
彼
の
関
与
を
窺
わ
せ

る
点
で
あ
る
。

森　

岩
雄
「
映
画
の
ト
リ
ッ
ク
」
に
お
い
て
は
「
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン

シ
イ
・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
語
句
が
二
か
所
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
（
一

一
〇
・
一
一
七
頁
）、
こ
こ
に
も
松
井　

勇
か
ら
の
影
響
が
見
出
せ
る
。

当
時
に
あ
っ
て
当
該
技
術
は
円
谷
英
二
の
よ
う
に
「
ダ
ニ
ン
グ
・
プ
ロ

セ
ス
」
と
も
、
帰
山
教
正
の
よ
う
に
「
ポ
メ
ロ
イ
・
プ
ロ
セ
ス
」
と
も

称
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、「
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
」
と
称
し
て
い
た

図 6　写真左は註（27）原田・帰山編の口絵部分。右は資料 1-31より。
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の
は
松
井　

勇
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
あ
え
て
同
語
句
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
に
、
森　

岩
雄
と
松
井　

勇
と
の
間

の
関
係
の
深
さ
が
読
み
解
け
る
の
で
あ
る
。

同
講
座
一
巻
の
口
絵
部
分
に
は
図
6
左
側
写
真
の
と
お
り
、「〝
裏
切
者
〞
の
ミ
ネ
チ
ュ
ア
・
ワ
ー
ク
（
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
映
画
）」
の

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
共
に
松
井　

勇
の
顔
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
彼
と
本
講
座
執
筆
者
と
関
係
が
も
た
れ
て
い
た
こ
と
は
こ
の
点
で
も

明
白
で
あ
る
。
本
写
真
に
お
い
て
目
を
引
く
の
は
、
手
前
の
馬
橇
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
益
田　

甫
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
松
井　

勇
に
案
内
さ
れ
た
際
、「
四
五
坪
の
大
き
さ
に
、
雪
に
埋
も
れ
た
山
村
の
一
部
が
造
ら
れ
て
ゐ
る
。
長
さ
五
六
寸
程
の
馬
橇
を
同
じ
大
き

さ
の
馬
が
曳
い
て
、
そ
の
雪
道
を
進
む
の
だ
。
ハ
ン
ド
ル
を
廻
す
と
、
玩
具
に
し
て
は
あ
ま
り
に
精
巧
す
ぎ
る
小
さ
な
馬
が
、
ち
や
ん
と

一
足
づ
ゝ
脚
を
動
か
し
て
前
進
す
る
」（
資
料
4
）
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
記
載
内
容
は
図
6
左
側
写
真
と
対
応
し
て
い
る
。
本
写
真

は
図
6
右
側
に
掲
出
し
た
と
お
り
、
松
井　

勇
が
松
井
キ
ネ
マ
株
式
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
新
聞
報
道
が
さ
れ
た
際
に
も
転
用
さ
れ
て
い

る 

（
資
料
1- 

31
）。
同
社
設
立
に
益
田　

甫
も
関
与
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
も
含
め
合
わ
せ
る
と
、
図
6
の
撮
影
者
は
他
な
ら
ぬ
彼

で
あ
る
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
小
型
映
画
講
座
』
シ
リ
ー
ズ
出
版
時
期
に
つ
い
て
も
松
井　

勇
の
動
向
と
の
深
い
関
係
性
を
指
摘
し
得
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
一
巻
は

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
三
月
二
〇
日
、
二
巻
は
同
年
六
月
一
日
に
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
は
松
井　

勇
が
帰
国
し
て
早
々
に
特
許
を
出
願

し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
述
の
と
お
り
、
松
井　

勇
が
益
田　

甫
を
介
し
て
同
じ
金
曜
会
に
属
す

る
森　

岩
雄
と
接
触
を
持
ち
、
ア
メ
リ
カ
で
習
得
し
た
特
撮
技
術
を
披
露
し
て
か
ら
間
も
な
い
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
同
シ
リ
ー
ズ
は
「
松
井　

勇
―
森　

岩
雄
」
ラ
イ
ン
が
築
か
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
企
画
・
刊
行
さ
れ
た
も
の

と
見
做
し
得
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
森　

岩
雄
は
『
小
型
映
画
講
座
』
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
特
許
出
願
中
で
あ
っ
た
松
井　

勇

の
特
撮
技
術
の
可
能
性
を
世
に
広
め
、
そ
れ
を
梃
子
に
特
撮
技
術
を
活
用
し
た
映
画
製
作
の
起
爆
剤
の
役
割
を
期
待
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
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の
で
あ
る
。
実
際
に
そ
の
翌
年
に
は
ト
ー
キ
ー
作
品
『
浪
子
』
製
作
に
あ
た
り
松
井　

勇
を
推
挙
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
『
爆
撃
飛
行

隊
』
へ
の
関
与
、
松
井
キ
ネ
マ（
株
）設
立
に
種
々
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
日
本
映
画
、
と
り
わ
け
特
撮
技
術
史
上
、
重
要
な
画
期
を
な
す
。
と
い
う
の
も
『
小
型
映
画
講
座
』
刊
行
と
ほ
ぼ
同

時
期
に
森 
岩
雄
は
『
キ
ネ
マ
週
報
』
誌
上
に
お
い
て
、
日
本
映
画
界
の
近
代
化
・
科
学
化
の
理
想
を
掲
げ
、
そ
の
具
現
化
の
た
め
に
は
、

松
井 

勇
の
特
撮
技
術
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
曰
く
、「
映
画
は
科
学
の
産
物
だ
。
映
画
の
科
学
者
が
そ

の
歩
み
を
速
く
す
る
と
、
映
画
の
芸
術
家
は
そ
の
後
か
ら
、
そ
の
発
見
を
芸
術
化
す
。
そ
の
こ
と
が
絶
え
な
い
間
、
映
画
芸
術
に
進
歩
が

あ
る
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
日
本
映
画
界
は
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
映
画
演
出
術
を
ト
マ
ス
栗
原
氏
よ
り
学
び
、
撮
影
術
を
ヘ
ン
リ
イ
小

谷
氏
よ
り
得
た
や
う
に
、
今
、
松
井
氏
よ
り
新
し
い
ト
リ
ツ
ク
術
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
の
で
あ
る）

38
（

。

ト
ー
マ
ス
栗
原
と
ヘ
ン
リ
ー
小
谷
は
共
に
米
国
に
渡
り
、
俳
優
と
し
て
活
動
し
た
後
、
前
者
は
製
作
面
で
、
後
者
は
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し

て
活
動
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
流
の
映
画
製
作
技
術
を
身
に
付
け
て
い
た
。
い
ず
れ
も
日
本
の
映
画
会
社
に
招
聘
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
式
の
演

出
・
撮
影
技
法
を
伝
え
、
日
本
映
画
の
質
を
国
際
水
準
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
映
画
史
上
の
人
物
で
あ
る
。
先
の
森 

岩
雄
の

評
言
か
ら
は
、
松
井 

勇
は
彼
等
に
伍
す
る
程
の
技
能
を
持
ち
、
日
本
映
画
界
の
近
代
化
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
第
三
の
男
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る）

39
（

。

以
上
を
踏
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
を
捉
え
返
す
と
、
松
井 

勇
の
特
許
取
得
、『
小
型
映
画
講
座
』
刊
行
を
契
機

と
し
た
世
界
最
新
の
科
学
的
な
特
撮
技
術
の
世
間
へ
の
公
開
、
さ
ら
に
右
の
森 

岩
雄
の
宣
言
が
み
な
な
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
し
か
も
各

出
来
事
同
士
で
密
接
に
連
関
し
合
っ
た
画
期
的
な
時
期
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
全
て
の
出
来
事
を
一
連
の
歴

史
的
動
き
の
中
で
把
握
し
、
森 

岩
雄
に
よ
る
「
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
の
特
撮
に
よ
る
日
本
映
画
革
命
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
と
し

た
い
。
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一
九
三
一
年
を
映
画
史
上
の
画
期
と
認
め
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
数
年
間
の
流
れ
を
次
の
よ
う
な
視
点
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
ま
ず
、
一
九
三
一
年
は
書
籍
・
雑
誌
と
い
う
媒
体
を
通
じ
て
松
井 

勇
の
特
撮
技
術
を
世
間
に
公
開
し
、
そ
の
可
能
性
を
訴
え
た
時

期
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
特
許
取
得
と
そ
れ
に
関
連
す
る
新
聞
報
道
、
そ
の
前
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
小
型
映
画
講
座
』
や
『
キ
ネ
マ
週

報
』
等
で
の
紹
介
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
上
を
第
一
段
階
と
す
る
と
、
次
の
段
階
は
一
九
三
二
〜
四
年
の
期
間
が
該
当
す
る
。
当
該
期
は
実

際
に
彼
の
特
撮
技
術
を
用
い
た
映
画
を
試
験
的
に
製
作
す
る
こ
と
で
、
そ
の
技
術
水
準
を
具
体
的
に
提
示
し
た
段
階
で
あ
る
。
一
九
三
二

年
の
『
浪
子
』
で
脚
本
を
担
当
し
た
森 

岩
雄
は
松
井 

勇
の
特
撮
技
術
が
生
か
せ
る
よ
う
に
物
語
の
舞
台
設
定
を
改
変
し
、
そ
の
制
作

上
・
芸
術
上
の
有
効
性
を
映
画
製
作
者
と
観
客
に
示
し
た
。
一
九
三
四
年
の
『
爆
撃
飛
行
隊
』
で
は
、
J
・
O
・
太
秦
発
声
㈱
所
長
の
池

永
浩
久
と
の
仲
介
役
を
務
め
、
特
撮
を
活
用
し
た
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
場
面
を
前
提
と
し
た
映
画
製
作
に
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。
最
後
に
第
三

段
階
と
し
て
一
九
三
四
年
の
松
井
キ
ネ
マ
㈱
設
立
構
想
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
特
撮
映
画
製
作
専
門
の
会
社
を
立
ち
上
げ
、
特
撮
を
活
用

し
た
映
画
を
量
産
す
る
こ
と
で
森 

岩
雄
が
理
想
し
た
海
外
と
同
水
準
の
映
画
製
作
体
制
を
築
き
上
げ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
「
一
九
三

一
年
（
昭
和
六
）
の
特
撮
に
よ
る
日
本
映
画
革
命
」
の
目
指
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
森 

岩
雄
は
日
本
映
画
界
全
体
の
近
代
化
に
向
け
、
様
々
な
格
闘
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
先
に
引
用
し
た
「
映
画
は
科
学
の
産

物
」
に
代
表
さ
れ
る
と
お
り
、
予
算
制
度
に
基
づ
く
製
作
や
契
約
に
基
づ
く
俳
優
ほ
か
ス
タ
ッ
フ
と
の
労
使
関
係
を
構
築
す
る
等
、
最
終

的
に
は
映
画
を
近
代
産
業
へ
と
脱
皮
さ
せ
る
こ
と
に
傾
注
し
て
い
た）

40
（

。
当
時
の
映
画
製
作
・
興
行
の
在
り
様
は
近
世
以
来
の
封
建
的
な
体

質
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
り
、
様
々
な
軋
轢
が
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
森 

岩
雄
等
は
従
来
の
日
本
映
画
界
の
悪
弊

に
対
抗
す
る
に
は
、
近
代
的
な
科
学
技
術
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
特
撮
技
術
は
そ
の
象
徴
と
な
り
得
る
も
の
と
し
て
期
待
し
て
い
た
と

い
え
よ
う）

41
（

。
こ
の
後
、「
円
谷
英
二
―
森 

岩
雄
」
ラ
イ
ン
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
数
多
く
の
特
撮
映
画
が
発
表
さ
れ
続
け
た
の
は
周

知
に
属
す
る
。
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『
ゴ
ジ
ラ
』
製
作
を
担
当
し
た
田
中
友
幸
は
、
同
作
企
画
当
時
の
東
宝
重
役
達
は
「
子
供
だ
ま
し
と
首
を
ひ
ね
る
者
も
多
か
っ
た
が
、

森
さ
ん
は
こ
れ
を
強
く
推
し
て
く
だ
さ
っ
た
」
と
回
想
す
る）

42
（

。
誰
も
が
『
ゴ
ジ
ラ
』
製
作
に
難
色
を
示
す
中
で
、
森 

岩
雄
だ
け
は
積
極

的
に
肯
定
し
た
訳
だ
が
、
こ
の
確
信
に
根
拠
を
与
え
た
の
が
「
特
撮
＝
科
学
＝
映
画
の
近
代
化
推
進
」
と
い
う
思
想
で
あ
り
、
そ
の
具
体

像
が
育
ま
れ
た
の
は
松
井　

勇
と
の
出
会
い
を
措
い
て
他
は
な
か
っ
た
。
約
二
〇
年
と
い
う
幅
で
歴
史
を
捉
え
れ
ば
、「
一
九
三
一
年

（
昭
和
六
）
の
特
撮
に
よ
る
日
本
映
画
革
命
」
が
『
ゴ
ジ
ラ
』
誕
生
の
き
っ
か
と
な
り
、
数
々
の
特
撮
作
品
が
作
成
さ
れ
、
現
在
で
は
そ

れ
が
日
本
を
代
表
す
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
な
る
ま
で
興
隆
し
た
。
松
井　

勇
が
日
本
文
化
史
に
果
た
し
た
歴
史
役
割
は
そ
の
原
点
の
一

翼
を
担
っ
た
点
に
あ
る
。
た
だ
、
同
革
命
そ
の
も
の
は
当
初
の
目
的
を
達
成
で
き
ず
、
挫
折
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
本
稿
で
縷
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
松
井　

勇
な
く
し
て
円
谷
英
二
の
特
撮
映
画
は
存
在
し
得
な
か
っ
た
と
し
て
も
過
言
で
は
な
い
が
、
次
に
問
題
と
な
る
の

は
、
こ
れ
だ
け
の
役
割
を
有
し
て
い
た
松
井　

勇
が
『
ハ
ワ
イ
・
マ
レ
ー
沖
海
戦
』
等
の
大
作
に
関
わ
り
得
な
か
っ
た
理
由
、
別
言
す
れ

ば
「
松
井　

勇
―
森　

岩
雄
」
ラ
イ
ン
か
ら
「
円
谷
英
二
―
森　

岩
雄
」
ラ
イ
ン
へ
と
変
化
し
た
理
由
で
あ
る
。
本
件
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
は
、
松
井
キ
ネ
マ
株
式
会
社
の
設
立
趣
意
書
に
記
さ
れ
た
「
本
社
は
国
家
的
見
地
に
立
脚
し
、
吾
が
映
画
界
に
黎
明
の
鐘
を
打
つ

べ
く
生
れ
た
り
。
故
に
一
会
社
の
利
害
に
拘
泥
せ
ず
、
広
く
一
般
映
画
界
に
貢
献
せ
ん
と
す
」（
資
料
9
）
と
の
言
葉
が
鍵
と
な
る
。
あ

る
特
定
企
業
の
社
員
と
し
て
雇
わ
れ
る
と
、
日
本
全
体
の
た
め
に
な
る
仕
事
を
す
る
と
い
う
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
宣

言
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
彼
は
、
い
わ
ゆ
る
一
国
一
城
の
主
と
し
て
独
立
し
た
立
場
で
映
画
を
制
作
す
る
こ
と
、「
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

志
向
」
を
濃
厚
に
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
松
井　

勇
の
家
は
代
々
武
士
、
軍
人
を
輩
出
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
独
立
心
が
旺
盛
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
）
に
『
渡
洋
爆
撃
隊
』
作
成
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
た
新
聞
記

事
に
お
い
て
「
既
成
映
画
会
社
に
入
つ
て
は
時
間
的
に
そ
の
他
種
々
の
束
縛
を
受
け
て
十
分
な
仕
事
が
出
来
な
い
か
ら
と
て
今
ま
で
鳴
か
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ず
飛
ば
ず
で
ゐ
た
が
」（
資
料
1- 

29
）
と
記
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
松
井
キ
ネ
マ
や
興
亜
映
画
社
な
ど
小
規
模
で
も
独
立

し
た
会
社
の
立
ち
上
げ
・
経
営
に
拘
っ
て
い
た
の
は
そ
れ
故
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
一
方
で
特
に
資
金
面
に
お
い
て
映
画
製
作
の
困

難
性
と
い
う
状
況
を
招
い
た
こ
と
が
こ
の
記
事
か
ら
伺
え
る
。

一
方
、
円
谷
英
二
は
東
宝
に
入
社
し
た
こ
と
、
即
ち
一
企
業
の
社
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
で
大
作
撮
影
の
機
会
が

得
ら
れ
た
と
い
え
る
。
東
宝
は
大
手
映
画
会
社
の
中
で
も
後
発
の
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
社
と
の
優
位
性
を
獲
得
す
る
た
め
に

軍
・
国
か
ら
製
作
受
託
を
し
、
軍
事
映
画
、
戦
意
高
揚
映
画
を
製
作
す
る
こ
と
で
、
利
潤
を
確
保
す
る
と
い
う
利
益
構
造
に
あ
っ
た
。
ま

た
、
フ
ィ
ル
ム
は
軍
需
品
と
し
て
民
間
利
用
が
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
確
保
の
た
め
に
は
軍
と
の
関
係
を
強
め
る
の
は
必
須
の

条
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る）

43
（

。
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
性
の
あ
る
軍
事
映
画
を
撮
影
す
る
た
め
に
は
特
撮
技
術
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
資

金
は
国
・
軍
を
あ
て
に
す
る
他
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
当
時
に
あ
っ
て
特
撮
技
術
を
活
用
し
た
映
画
を
製
作
す
る
に
は
、
東
宝
ク
ラ
ス

の
大
企
業
で
な
け
れ
ば
な
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
森
―
円
谷
ラ
イ
ン
が
形
成
さ
れ
、
松
井
ラ
イ
ン
が
消
滅
し
た
の
は
、
大
企
業
に
所

属
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

で
は
、
映
画
の
製
作
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
当
時
、
松
井　

勇
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
手
掛
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
父
は
基
本
的
に
は
他
人
を
呼
び
捨
て
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
川
喜
多
長
政
氏
に
対
し
て
は
よ
く
『
川
喜
多
』
と
呼
び
捨
て
に
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
親
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。」

川
喜
多
長
政
は
東
和
商
事
合
資
会
社
社
長
と
し
て
数
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
映
画
を
日
本
に
輸
入
・
紹
介
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る）

44
（

。
松

井　

勇
の
興
亜
映
画
社
も
そ
の
主
要
業
務
に
「
配
給
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
留
学
に
よ
る
語
学
の
能
力
・
交
渉
経
験
を
生
か

し
て
欧
米
の
映
画
輸
入
も
積
極
的
に
手
掛
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
川
喜
多
長
政
と
の
交
流
も
そ
の
業
務
の
中
で
築
か
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
今
回
、
そ
の
具
体
的
な
活
動
は
探
り
得
な
か
っ
た
が
、
映
画
配
給
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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最
期
に
松
井　

勇
の
人
柄
が
伺
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
よ
う
。

「
父
が
『
日
本
映
画
は
二
〇
年
遅
れ
て
い
る
な
ァ
』
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
の
は
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
進
歩
的
な
部
分
が
あ
る

反
面
、
封
建
的
な
気
性
も
あ
り
ま
し
た
。『
お
前
は
侍
の
子
だ
』『
腹
が
減
っ
た
？
武
士
は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝
だ
！
』
が
父
の
口
癖
で

し
た
。
ま
た
、
楠
木
正
成
・
正
行
の
話
が
好
き
で
、『
元
服
し
て
一
人
前
だ
！
』
は
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
が
は
じ
ま
る
前

の
頃
に
は
、
日
曜
日
に
よ
く
家
族
を
連
れ
て
銀
座
で
外
食
を
し
て
い
ま
し
た
。
天
ぷ
ら
を
食
べ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

帰
宅
す
る
と
私
に
、
玄
関
先
で
手
を
つ
か
せ
て
『
親
父
！
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』
と
言
わ
せ
る
の
が
常
で
し
た
。
外

出
は
洋
装
で
し
た
が
、　

家
の
中
で
は
和
服
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
父
と
の
接
点
は
短
か
っ
た
の
で
す
が
、
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
和
洋
折
衷
と
い
う
感
じ
で
し
た
。『
目
上
の
人
を
立
て
る
、
敬
語
を
使
う
』
こ
れ
は
父
か
ら
強
く
教
わ
っ
た
こ
と
で
、
今
で
も

身
に
染
み
て
い
ま
す
。『
心
は
大
和
魂
』
と
い
う
人
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

註

（
23
） 

R
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
『
映
画
の
特
殊
効
果
撮
影
技
術
』（
川
口
和
男
訳
、
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、
一
九
七
六
年
）
五
一
頁
参
照
。

（
24
） 

「
グ
ラ
ス
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
語
句
そ
の
も
の
は
一
般
的
な
技
術
用
語
で
あ
り
、
グ
ラ
ス
ワ
ー
ク
と
ほ
ぼ
同
義
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
25
） 

註
（
8
）
に
引
続
き
、「
手
帳
」
翻
刻
文
に
誤
り
が
あ
る
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て
訂
正
す
る
。（
三
三
頁
）
最
初
の
図
版
②
の
文
字
、
誤
「M

inia-
ture W

ork of Painting

」↓
正
「M

iniature W
ork &

 Painting

」。

（
26
） 

森　

岩
雄
「
煉
瓦
と
花
束
（
一
二
）」（『
キ
ネ
マ
週
報
』
五
六
、
一
九
三
一
年
）。

（
27
） 

ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
と
そ
の
原
理
・
特
徴
に
つ
い
て
は
註
（
23
） 
R
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
前
掲
書
二
〇
一
〜
九
頁
、
帰
山
教
正
「
合
成
写
真

術
」（
帰
山
・
原
田
編
『
小
型
映
画
講
座　

一　

活
動
写
真
撮
影
術
』
日
本
教
材
映
画
、
一
九
三
一
）
参
照
。
管
見
の
限
り
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン

シ
ー
に
つ
い
て
最
も
分
か
り
易
く
か
つ
正
確
に
紹
介
し
て
い
る
の
は
後
者
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
帰
山
教
正
は
松
井　

勇
か
ら
直
接
、
同
技
術

の
教
示
に
与
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
28
） 

前
者
は
森　

岩
雄
「
映
画
の
ト
リ
ッ
ク
」（
帰
山
・
原
田
編
『
小
型
映
画
講
座　

二　

映
画
製
作
法
』
日
本
教
材
映
画
、
一
九
三
二
年
）、
後
者
は

註
（
26
）
前
掲
。
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（
29
） 

ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
の
手
順
・
使
用
薬
品
・
配
合
割
合
の
詳
細
は
松
井　

勇
に
よ
っ
て
資
料
19
と
い
う
形
で
英
語
論
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
紙

幅
の
都
合
上
、
当
該
資
料
の
紹
介
は
他
日
を
期
し
た
い
。

（
30
） 
「
ト
リ
ッ
ク
映
画
今
昔
談
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
八
年
一
〇
月
号
）。
竹
内　

博
『
定
本　

円
谷
英
二　

随
筆
評
論
集
成
』（
ワ
イ
ズ
出
版
、
二
〇

一
〇
年
、
三
〇
〇
〜
一
頁
）
所
収
。

（
31
） 
同
技
法
に
関
す
る
円
谷
英
二
の
理
解
は
戦
前
・
戦
後
を
と
お
し
て
変
化
が
な
く
、
い
ず
れ
も
調
色
フ
ィ
ル
ム
は
青
色
と
解
説
し
て
い
る
。
例
え
ば

「
特
殊
技
術
」（
大
日
本
映
画
協
会
編
・
発
『
映
画
撮
影
学
読
本
』
下
、
一
九
四
一
年
）、「
ト
リ
ッ
ク
撮
影
の
手
法
」（『
科
学
の
友
』
一
九
四
九
年

一
月
号
）
な
ど
（
前
者
は
註
（
30
）
竹
内
前
掲
書
一
二
三
〜
五
頁
、
後
者
は
同
二
三
二
〜
四
頁
）
所
収
。

（
32
） 

吉
村
公
三
郎
「
そ
の
頃
の
外
国
映
画
の
影
響
」（『
無
声
映
画
の
完
成　

講
座
日
本
映
画
二
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
二
七
三
〜
四
頁
）
参
照
。

（
33
） 

円
谷
英
二
が
改
良
し
た
ス
ク
リ
ー
ン
プ
ロ
セ
ス
は
ア
ー
ノ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
ク
か
ら
「
欧
州
の
も
の
な
ど
よ
り
成
績
が
良
い
、
と
信
頼
し
て
使
用
し

て
貰
え
る
程
、
先
ず
完
全
な
も
の
に
な
っ
た
」
と
い
う
（「
ス
ク
リ
ー
ン
・
プ
ロ
セ
ス
」
の
経
済
性
」『
日
本
映
画
』
一
九
三
七
年
一
二
月
、
註

（
30
）
竹
内
前
掲
書
九
八
頁
）。
当
該
技
法
の
技
術
的
特
徴
は
註
（
23
）
R
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
前
掲
書
第
一
〇
章
参
照
。

（
34
） 

R
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
「
映
画
の
特
殊
撮
影
に
関
す
る
文
献
の
展
望
」（
川
口
和
男
訳
、『
映
画
技
術
』
一
〇
五
、
一
九
六
一
年
、
原
著
論
文
は

『SM
TPE

』
一
九
六
〇
年
六
月
号
に
掲
載
）
参
照
。

（
35
） 

以
上
、
日
本
映
画
界
最
初
期
の
特
撮
研
究
の
状
況
は
紙
屋
牧
子
「
初
期
日
本
映
画
の
怪
奇
と
ト
リ
ッ
ク
」（
内
山
一
樹
編
『
怪
奇
と
幻
想
へ
の
回
路　

日
本
映
画
史
叢
書
⑧
』
森
話
社
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
36
） 

註
（
30
）
前
掲
。

（
37
） 

全
六
巻
の
構
成
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
一
〜
三
巻
の
存
在
し
か
確
認
さ
れ
な
い
。

（
38
） 

以
上
、
註
（
26
）
森
前
掲
。

（
39
） 

註
（
2
）
田
中
前
掲
一
第
一
四
章
一
七
〜
八
節
及
び
註
（
12
）
田
中
前
掲
一
九
七
〜
二
一
九
頁
参
照
。

（
40
） 

註
（
2
）
田
中
前
掲
二
第
八
章
三
六
節
及
び
註
（
12
）
田
中
前
掲
二
二
八
〜
二
四
一
頁
参
照
。

（
41
） 

た
だ
し
、
戦
争
の
た
め
の
体
制
が
進
む
に
つ
れ
、「
特
撮
＝
科
学
＝
戦
争
推
進
」
と
い
う
図
式
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
く
る
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は

注
意
を
要
す
る
。
一
例
と
し
て
、
円
谷
英
二
が
特
撮
を
手
掛
け
た
一
九
四
〇
年
公
開
の
『
孫
悟
空
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
時
局
を
反
映
さ
せ
て
科
学

技
術
に
よ
る
他
国
征
服
主
義
を
本
質
と
し
、
そ
れ
を
表
現
と
し
て
支
え
て
い
た
の
が
特
撮
技
術
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
垂
水
千
恵

「
一
九
四
〇
年
文
化
空
間
と
エ
ノ
ケ
ン
の
『
孫
悟
空
』」
岩
本
憲
児
編
『
映
画
と
「
大
東
亜
共
栄
圏
」　

日
本
映
画
史
叢
書
②
』
森
話
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
42
） 

田
中
友
幸
「
特
撮
映
画
の
思
い
出
」（『
東
宝
特
撮
映
画
全
史
』
東
宝（
株
）出
版
事
業
部
、
一
九
八
三
年
、
五
三
頁
）
参
照
。

（
43
） 

以
上
、
広
沢　

栄
「
東
宝
撮
影
所
の1954

」（『
戦
争
と
日
本
映
画　

講
座
日
本
映
画
四
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）、
指
田
文
夫
『
ゴ
ジ
ラ
は

円
谷
英
二
で
あ
る
』（
え
に
し
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
四
七
頁
）
参
照
。

（
44
） 

清
水　

晶
「
中
華
電
影
と
川
喜
多
長
政
」（
註
37
）
等
参
照
。
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﹇
付
記
﹈ 

前
号
に
次
の
誤
記
が
あ
っ
た
の
で
訂
正
す
る
。
二
七
頁
九
行
目
、
誤
「
娯
楽
」↓
正
「
娯
民
」。
一
〇
頁
表
1
の
資
料
12
に
お
け
る
差
出
↓
宛
所
う

ん
、
誤
「
娯
楽
」↓
正
「
娯
民
」。

キ
ー
ワ
ー
ド

松
井　

勇
、
特
撮
映
画
・
技
術
（
特
殊
撮
影
映
画
・
技
術
）、
円
谷
英
二
、
ポ
メ
ロ
イ
、
ト
ラ
ン
ス
ペ
ラ
ン
シ
ー
（
ダ
ン
ニ
ン

グ
―
ポ
メ
ロ
イ
シ
ス
テ
ム
）、
森　

岩
雄


